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「平成25年度JCCPプログラムセミナー」の開催
JCCPプログラムセミナーを7月3日（水）から10日（水）

までの8日間開催しました。当セミナーの目的は、JCCP 窓口
部門で責任ある立場の方 を々招き、JCCPの活動に対する理
解を深めていただくとともに、今後の研修事業について意見交
換、並びに具体的な打合せを行うことです。
当センターの活動を十分に理解していただく為、JCCP 事

業全体の説明の他、センターの研修施設紹介や研修に関す
る年度計画についての説明を行いました。また、参加者に
は、自社概要、人材育成方針、JCCPに対する評価、要望
などについてのプレゼンテーションを行ってもらいました。CPO
（Customized Program-Overseas）/CPJ（Customized 
Program-Japan）に関しても、国毎に適した具体的な内容に

ついて、お互いに意見交換をすることで、より深い理解を得る
ことができ、信頼関係を築くことが出来ました。セミナー開催中
に参加者は、JX日鉱日石エネルギー㈱麻里布製油所を訪問
致しました。通常コースの研修生が実地研修の際にどのような
講義を受けているかを体験していただきました。
8日間という短い期間ではありましたが、参加者からは、

JCCPがどのような活動をしているのかが良く分かった、という
声を多く聞くことができました。また、参加者により深く理解して
いただけたのではないかと思います。今後も内容に工夫を加え、
より充実したものを目指して行きたいと考えております。

（業務部　堀 隆）

㈱ JX日鉱日石エネルギー 麻里布製油所にて集合写真

アラブ首長国連邦向け 
「水資源の有効利用セミナー」の開催

1. 概要
JCCPでは2013 年の 6月10日（月）から6月12日（水）

の 3日間にわたり、アブダビのソフィテルホテルにおいて、
ADNOC環境委員会と共催で「水資源の有効利用セミナー」
を開催しました。ADNOCでは水資源を如何に活用するかが
重要な課題となっており、昨年のエネルギー効率化セミナーの
実施後、引き続き協議の結果、本セミナーの開催に至ったも
のです。
水資源は石油関連事業の広い分野にかかわっており、油

田随伴水や製油所排水等があり、それぞれ水質、処理技術、
再利用用途等、幅広い内容を扱う必要があります。したがって、
下記の各分野の講師構成でセミナーを実施しました。

① 水 ing ㈱　松村 隆司氏
② 東レ㈱　豊原 大樹氏
③ JFEエンジニアリング㈱　古谷 茂也氏
④ ㈱日立製作所　バッセム オスマン氏（UAE駐在）
⑤ 清水建設㈱　マーク スエヨシ氏（オマーン駐在）
⑥ JCCP　有井 哲夫
また、従来から技術協力プロジェクトで協力関係にある

UAE大学とアブダビ大学からも講師の協力を得ることができ、
充実した内容となりました。
共同開催者のADNOC環境委員会は、ADNOCのトップ

マネージメントのもとで、ADNOCグループ全体の環境関係の
推進、進捗管理を図る組織であり、本セミナーは、同委員会


